
授業科目
全科共通科目医療福祉教養

【担当教員名】 対象学年 １ 対象学科 理学・作業・言語・義肢・臨床・視機・健栄・スポ・社会・看護・情報

笹本　嘉朝、

牧口　智夫

開講時期 前期 必修選択 選択

単位数 １ 時間数 15

【ディプロマポリシーとの関連性】

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現

◎ ○

【概要・一般目標：GIO】

保健・医療・福祉において科学知識によって生命維持や運動機能を再現するために生まれたテクノロジーを理解し，医用・電気・機

械工学を応用した診断装置・生命維持管理装置・運動機能代行装置に関する基礎知識を習得する．

【学習目標・行動目標：SBO】

１．医学的診断に必要な検査・画像装置の基本的な原理と構造を理解し，説明できる．

２．生命維持管理装置の基本的な原理と構造を理解し，説明できる．

３．運動機能代行装置の基本的な原理と構造を理解し，説明できる．

４．各種装置の使用目的について説明できる．

回
数

授業計画・学習の主題
SBO
番号

学習方法・学習課題
備考・担当教員

１ 検査・画像診断装置 1.4

２ 運動機能代行装置：筋電義手 3.4

３ 生命維持管理装置：人工心臓ペースメーカー 2.4

４ 運動機能代行装置：義足膝継手 3.4

５ 生命維持管理装置：血液浄化装置 2.4

６ 運動機能代行装置：スポーツ用義足 3.4

７ 生命維持管理装置：人工呼吸器 2.4

８ まとめ

【使用図書】 ＜書名＞ ＜著者名＞ ＜発行所＞ ＜発行年・価格 他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

特になし．

参考書

その他の資料
必要に応じて教員作製資料を配布する．

【評価方法】

出席（30％）と最終課題レポート（70％）で

評価する．

【履修上の留意点】

１/３以上の欠席で履修資格を失うものとする．

テクノロジーの世界


